
 

令和２年度 生産技術科・一般 - 1 -

国
語
総
合 

例
題 

 

  

１
． 

次
の
漢
字
の
読
み
を
書
き
な
さ
い
。 

 

（
１
） 

恩
恵 

（
２
） 

繁
茂 

（
３
） 

示
唆 

（
４
） 

把
握 

（
５
） 

口
調 

（
６
） 

稚
拙 

（
７
） 

名
残 

（
８
） 

矛
盾 

（
９
） 

冬
至 

（
10
） 

支
度 

 

２
． 

次
の
四
字
熟
語
の
読
み
を
書
き
な
さ
い
。 

 

（
１
） 

大
同
小
異 

（
２
） 

悪
戦
苦
闘 

（
３
） 

半
信
半
疑 

（
４
） 

縦
横
無
尽 

（
５
） 

自
業
自
得 

 

３
． 

次
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。 

  

（
１
） 

多
額
の
シ
ュ
ウ
エ
キ
を
見
込
む
。 

 

（
２
） 

ソ
ザ
イ
の
持
ち
味
を
生
か
す
。 

 

（
３
） 

雲
一
つ
な
い
カ
イ
セ
イ
だ
。 

 

（
４
） 

カ
メ
ラ
が
コ
シ
ョ
ウ
す
る
。 

 

（
５
） 

物
資
を
キ
ョ
ウ
キ
ュ
ウ
す
る
。 

 

（
６
） 

ケ
ン
コ
ウ
の
た
め
運
動
す
る
。 

 

（
７
） 

飛
行
機
を
ソ
ウ
ジ
ュ
ウ
す
る
。 



 

令和２年度 生産技術科・一般 - 2 -

 
（
８
） 

キ
ケ
ン
を
冒
し
て
挑
戦
す
る
。 

 

（
９
） 

畑
の
キ
ボ
を
拡
大
す
る
。 

 

（
10
） 
メ
ン
ミ
ツ
な
計
画
を
立
て
る
。 

 

４
． 

次
の
こ
と
わ
ざ
の
意
味
を
Ａ
～
Ｉ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
１
）
案
ず
る
よ
り
産
む
が
や
す
し 

 
 
 
 

（
４
）
立
つ
鳥
跡
を
濁
さ
ず 

 
 
 
 
 

（
２
）
口
は
禍
の
元 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
５
）
腹
が
減
っ
て
は
戦
が
で
き
ぬ 

 

（
３
）
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず 

 
 

Ａ 

ど
ん
な
大
事
業
で
も
、
は
じ
め
は
ま
ず
、
ご
く
手
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
と
い
う
こ
と 

Ｂ 

跡
始
末
は
見
苦
し
く
な
い
よ
う
に
き
ち
ん
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と 

Ｃ 

子
供
は
甘
や
か
し
て
育
て
る
よ
り
社
会
に
出
し
、
世
の
中
の
苦
し
み
や
辛
さ
を
経
験
さ
せ
た
ほ

う
が
よ
い
と
い
う
こ
と 

Ｄ 

物
事
は
前
も
っ
て
あ
れ
こ
れ
心
配
す
る
よ
り
も
、
実
際
や
っ
て
み
る
と
案
外
た
や
す
く
い
く
も

の
だ
と
い
う
こ
と 

Ｅ 

用
心
に
用
心
を
重
ね
て
慎
重
に
や
る
こ
と 

Ｆ 

何
回
も
耳
で
聞
く
よ
り
は
、
自
分
の
目
で
確
か
め
る
ほ
う
が
よ
く
理
解
で
き
る
と
い
う
こ
と 

Ｇ 

な
に
を
す
る
に
も
十
分
な
用
意
が
い
る
と
い
う
た
と
え 

Ｈ 

何
気
な
く
言
っ
た
言
葉
が
災
難
を
招
く
こ
と
が
あ
る
の
で
、
話
す
こ
と
に
は
十
分
に
注
意
せ
よ

と
い
う
こ
と 

Ｉ 

似
た
者
同
士
は
自
然
と
寄
り
集
ま
る
と
い
う
こ
と 

 

５
． 

次
の
文
章
を
読
ん
で
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  

（ 

省 

略 

） 


